








A Study for Typifying of the Relation between Family Rooms， Private 
Rooms and Additional Rooms in Dwellings 
Yutaka SHIROYA， Yasuhiro SAKURAI and Toshiki TAKEZAWA 
(Received Feb. 8， 1991) 
This paper aims to typify the relation between family rooms， private rooms and 
additional rooms in dwellings designed by professional architects. Main conclusions町 e
as follows: 
(1) We find two representative types of modern dwellings. The first is the type whose 
private movements p剖 sthrough the family rooms， the second is the type whose private 
movements do not p栂 sthrough. 
(2) The first type shows a tendency to have no additional room町 tohave additional 
rooms which are connected to the family rooms. And， the first type strongly shows to 
have the draughty space which connects the f;叩 lilyrooms to private zone. 
(3) The second type shows a tendency to have relatively many additional rooms which 
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る浴室・便所の位置に注目し， fA.公室型:浴室・便所ともに公室ゾーγのみJ， fB. (公

















ように rLDKJ rLD. KJ rL・DKJ rL. 







ものを「付加室」として扱うこととするo そして. r付加室」の付加形式については. r公室」あ
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斎Jr家事室JrユーティリティJr趣味室J r納戸J rその他」の6タイプに細分類する。 r座
敷」と「和室」の区分は「床の間(幅 1間以上)Jの有無によるものであり. r床の間」を有するも
30 












④私室数は 12室」と 13室」がそれぞれ4割以上で大半を占めるが.70年代前半および 11階J
では 12室」が過半数となっているo また，延床面積別にみると， 125m未満では 12室J， 175 




























動蝕形式 公町)娘l恕(中立間!¥'!・中.u:m申附環担 事一亙富部公一室通過重I公→私 L寺弘→ 宅ー掛か 伍
建殴時期 ?;:ご7腎4z年r 67 5 15 2 11 7 157 32 7 2 28 
τ8官0室~8T4年ー
147 52 13 1 17 l 
5!l 16 D 。
階軍主 す1宵階 13 5 2 13 4 3 4 392 16 l 56 10 
3階 4 11 。 6 l 
4陪 τ l 。 。 。 。
延床面積 -100ロ 39 27 11 。 12 5 
100-125 l∞ 31 8 2 14 7 
125-150 102 21 8 l 11 
150-175 ~U 17 2 6 o 
官1加75-ごE2E0E 51 4 2 
。 7 
可27 4 。 7 
225-250 12 2 2 。 2 l 
250-275 16 z 。 。 4 日
275n1- 2 。 。 2 
私重量K 194 54 17 3 26 8 
弓
190 40 18 
τ 
32 11 
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① 全体では， r動線独立(公→私)型J46%， r公室通過型J29%. r動線独立(私→公)型J11% 
と続き，この 3タイプで 8割以上を占めている O 絶対数の多い r2階」はこの傾向に近いが，
r 1階」では傾向が異なり. 1公室通過型J45%. 1動線独立(公→私)型J17%， 1動線独立
(中間・中立)型J10% C 1動線独立(中間・環状)型」を含めて17%)の順となっているo また，
13階以上」についても「動線独立(中間・中立)型」が17%で「動線独立(私→公)型」を上回っ





→私)型」が増加するo ただし， r動線独立(私→公)型」が大きく減少するのに対して. 1公室
通過型」は150m以上でも 2割以上を保ってし、る。一方，公私一体化形式をとる 3タイプはほぼ150
m未満に限られるのに対して r動線独立(中間・中立)型」と「一部公室通過型」はほぼ全面積






















① 全体では I(公〉私)型J33%. IC私〉公)型J23%. 1公室型J20%. 1私室型J10%. r中
間型J5%の1債であるo 12階」はこれと同様の傾向であるが. 11階」については「公室型」
が28%で最も高く. 1私室型Jr中間型」がともに20%で続いている(r 1階」は 12階」に比
32 
表3 浴室・便所の位置
浴重 -トイレめ盈置 公室型 公>私、朝I(fl，.>公)型 私室型 中間部 その他 総数
階数 l階 21 3 10 15 15 11 7E 
2階 158 295 191 73 27 524 1 79B 
34E 階 7 13 14 9 
。 62 。 。 1 1 。 4 
私室数 2窒 120 123 90 54 20 3 44~ 
3窒 62 151 102 35 20 3 40E 
4 雪量 4 37 24 9 2 1 9~ 
動線形式
志一公市→コ町私1r 
73 200 89 23 10 3 42~ 
働線独立型 3 5 54 34 3 10E 
2 6 6 12 8 4( 
蔀ー是正室通過型 16 22 5 8 2 1 6f 
公室韮電通四 81 74 60 20 t7 24 27e 
主並 186 311 216 98 (2 8fi 93~ 
表4 吹抜け保有率
延床面積 - 99rrl 100-124rrl 125-149ni 150-174rrl 1175-199ni 200-224ni 1225ni- 全体
建設時期 -74年 44.0 41.0 42.9 36.8 14.3 44.4 20. 34.U 
75--79年 50.9 43.6 3fi.3 21. 4 33.3 38.5 26. 3U 
8商0軍~士例年一 26.2 33.3 16.9 23.2 26.9 25，0 22. 2U 
30.0 31.8 52.3 50.0 40.0 27.3 23. 37.4 
動銀形式
土曜
35.1 35.4. 27.0 26.7 28.0 16.0 26. 29.1 
7，4 6.5 4.8 0.0 0.0 100.0 O. 5.8 
27.3 0.0 60.0 0.0 0.0 25.0 O. 25. ~ 
33.3 50.0 20.0 33.3 28.6 50.0 12. 33. S 
公室.i過型 55.6 59.0 54.9 42.9 41. 7 54.5 33. 52. ~ 
私室数 z 42.7 40.9 36.9 25.5 お.3 46.7 22. 3U 
3 29.4 37.2 30. ] 31.6 27.5 24.1 21. 31.6 
4 ~ 33.3 20.0 22.7 11.8 23.1 100.0 27. 22.6 





































① 公室形態は，全体では fLD• KJ 40%， fLDKJ 23%， fL・DKJ11%， fL・D'KJ 
10%のI1慎であり，この4タイプで8割以上を占めているD 公室に和室を含むタイプは合わせて7
%と極めて小数派であるo また， fL+DKJおよび fLD+KJという分離・独立型の公室も
極めて少ない。以下，主要な4タイプ以外を「その他」としてまとめることとする D
②私室数別には， r2室」では rLDKJ， r3室」では rLD• KJ， r 4室以上」では rL• 
DKJ fL ・D.KJの割合が相対的に高くなっているo この傾向は延床面積別にみてもほぼ同
様であり， 100m未満では fLDKJ ， 100'""200IIf未満では fLD • KJ ， 200IIf以上では fL• 
DKJ fL ・D'KJの割合が相対的に高くなっているo このことから，延床面積および私室数
の増加とともに公室の中での空間的区分，とりわけ， fLJと fKJの空間的区分がすすむこと
がうかがわれるo
③ 建設時期別には， 70年代までは fLD• KJへの集中が目立つのに対して， 80年代以降， fL 
DKJを含むその他のタイフ.への分散傾向がみられ，必ずしも空間区分の方向だけではなく多様
表5 公室形態一覧
公室形IE LDK LD'K L.DK LtDJ; 和十・DK ! 印+K L.D.K 他[惇) 他[剃; 全体
11m時期 ~ 4年 B 17 。 4 
認75- 自年 8 15 26 12 42 l 
80- 84年 l 
寸百 寸l4 
l z 寸351 l 31 H~年 ~ 3~ 6 l 。 l 
私葦原 す~ l 72 44 22 15 l 31 l l 4: 174. 4] 1 12 51 1 l 401 
4 7 29 14 4 81 
5 。 2 。 。 。 D l 
日 。
.棟形式 I/JIlI!ll型 (公司私 τE2 t 15 53 1 61 12 n 4TB0i 1 
→~ 。 10 白
l甲日・ l 4 3 l 4( 
[中匹・ l 
-都通公過雇型 車通 14 7 3 61 
ー冊一 4 2 3 。
琵o 
。 1 1 
公車遭遇型
公 1:温 iti 4 l 27l 。 。
~ l 。 。 。 D 



































動絹 ~式 LDK LD.K L.DK L'D.K 
動線独立型
公→払 13 10 1 3 1 




公雪量通過塑 24 2 2 2 
官官独立一型主言芸 56 5 B 3 24 4 6 8 9 3 
旨長F 4 Q 。警 3 U 通過型 18 3 5 5 
全体 58 10 13 16 
主彊
17 3 14 14 
4 1 2 1 
l 2 
4 2 l 
16 2: 8 2 
全体 42 7 26 19 
動線独立製
公→私 18 3 10 9 
寄託 4 z 4 l 。
考書器量 。 。 。9 7 7 
百r独立-型主向=宮
32 6 19 21 
7 21 5 12 
私→公 l 1 。 I 
蓬蓋中軍間一
。 。 。
-部公室 1 。 D 
公室通過型 4 2 1 
全体 13 3 7 14 
駒板独立型
公→私 1 9 6 
私→公 。 。 。
蓮亘中軍間一
。 1 1 
曲部公室 1 。 2 
公室通過型 3 3 。
動線独立型全~体志公→J公私 6 1 13 9 2 E 6 1 。 。
~| 一部公公全室窒l通隼過過中型間 。 。1 2 
2 2 
5 2 10 15 
翠
82 15 53 61 
30 4 6 10 
10 4 3 
腎14 1Z2 • 4 5 29 18 








































「なし」は8%で， i1室J 12室j'13室」がそれぞれ2割強， 14室」以上が2割弱である。
公室ゾーン付加室のみについては， 1なしJ30%， 11室J43%， 12室J18%， 13室」以上
9%，私室ゾーγ付加室のみについては， 1なしJ36%， 11室J37%， 12室J20%， 13室」
以上7%であるo 一方，中間・中立ゾーツ付加室を有するのは6%で，大半が 11室J，また，
独立ゾー γ付加室を有するのは8%で，こちらは 12室」以上も半数弱を占めている。
② 付加室の保有状況は延床面積に大きく規定されており， 100rrf未満では「なしJ 11室」で約
8割を占める(この 11室」は公室ゾーンの比率が高い)のに対して， 100m以上で保有率は急増














わかるD これに対して， 175m以上では r2室」より r3室」の付加室数の方がむしろ多くなっ
























室数配分をくなし(公室・私室ゾー γともに付加室なし)> く公l・私なし〉 く公なし・私 1> く公

























































室 n 画撮劉園園薗 l~mm~wn春以 i 
U髄圃~\lm!~
No8 延床面積 225rri- ? ? ??
????














① 全体では， く公1・私なし>17%， <公1・私 1>16%， くなし>13%. く公なし・私 1>10 




く公1・私なし〉 く公なし・私1>の3タイプで8割以上であるのに対して， 100'" 125m未満で
はくなし〉が大きく減少してく公 l・私なし〉とともにく公1・私1>の2タイプが中心となっ












型」は， くなし〉が19%を占めることと， く公1・私なし〉 く公2以上・私なし〉 く公2以上・
私1>など，公室ゾーγ付加室の割合が相対的に高い点が特徴であるo一方， i動線独立(中間・
中立)型」については， くなし〉が23%と最も高いことと， く公なし・私2以上〉 く公1・私2
以上〉 く付加室多数:公く私〉など，私室ゾーγ付加室の割合が相対的に高い点が目立っているo










① 公室ゾーγ付加室については， i独立型J24%， i隣接型J17%の非接続系付加室が約4割を
占め，接続系は「通過独立型J23%， i一体型J14%， i両用I型J12%， i両用 I型J9%， 
「前室型J1%の順である。私室ゾー γ付加室については i隣接型J32%， i独立型J20%の
非接続系付加室が過半数となり，接続系は「通過独立型J23%， i両用I型J8%， i前室型」




















延床面積 動線形式 独立 隣担E 両用 I 両用E 同体 通過強立 前言震
-99rrl 
軍
9 4 4 。 5 2 1 215  。 I l 。 5 4 E 。 l 。 。 。 2 U 。 I 。 。 。 2 C C 4 。 2 3 3 13 2 
13 7 3 13 23 1 6 
100-124rrl 
IJ線独立型r 恵公→三苔私 18 20 6 7 20 16 8 6 6 2 4 z 日 2 
・部公公室室l通通過過中型間
。 E 。 。 3 3 。 1 。 。
10 1 3 7 14 14 。 6 
全体 34 39 12 19 39 42 2 18 
125-149nl IJ練独立裂 在公→コE私E 36 14 14 13 12 20 E O O
10 
4 E 1 2 3 6 z 
・部公公室室l通通過過中型間
。 E 。 。 2 2 
2 1 4 2 E 1 
7 10 6 3 10 19 58 
全体 49 31 22 19 31 49 :J 】 204 
150-174rrf 動線 公→私 30 21 16 14 10 19 1 111 
独立型 私→公 l 1 2 6 4 l 。 l 
中間 。 1 1 i 。 2 
明l公警室通F過型 l 百 。 1 1 。 E 15 2 8 12 20 7 
47 3 21 30 27 42 20 
175-199rrf 動線独立型 公→私 23 12 s 10 5 26 1 8 
l私→公 3 3 。 。 l 。 E 
零量産
3 E 。 。 。 。 E 
l 。 。 。 1 2 E C 4 7 1 3 5 5 24 
37 1 6 13 12 33 120 
区00-224rrl
主審
17 1 4 4 7 13 c C 61 。 。 。 。 。。 1 。 l 3 
4 2 4 。 1 1 
2 I 4 s 8 l z 
全体 23 2 8 12 13 25 l 10 
225rrl- 動線独立型 公→私 30 6 10 6 14 7 
私→公 。 l 2 。 l 6 
一部公室l通過中型間
I 。 2 。 。 C 
3 1 2 。 2 1 1 
公室通過型 8 6 2 9 1 3 C 2 
全体 42 19 10 25 7 20 1 12 
全体 動線 公→私 163 916 E 55 58 65 110 5 55 
一独部立公型室I通過私中→型間公 14 7 14 15 21 可C 1 9 4 
百
2 3 6 19 2 百31 
I 5 9 6 
公室通過型 53 43 17 37 50 82 E 28 





延座面積 勘繰形式 型E E壁主聖 同開 l 肉用E -~ 通過恕: 育u宣言 ホール
-S9rrl 
動線独立型 軍公→二私宮
l 4 2 2 
。 。 4 l 3 15 
2 。 。 l 1 l 
市
軍軍軍軍中冨ず間
l 2 。 。 。 2 D 
一部公室 。 3 。 。 i 2 l 。
公室 3 。 2 9 2 
全』事 7 18 2 3 4 18 4 61 
100-124rrl 
主重
14 29 l 3 6 20 5 2 8 
5 E 。 。 s l 。 1 。 1 。 2 l 。
7 9 4 1 。 2 l 。 z. 
7 10 l 5 12 5 3 4 
34 56 6 1 7 41 13 5 17 
125-149rrl 
五重
17 31 3 9 2 27 9 b 103 
4 3 。 2 l 2 1 。 1 
1 3 。 。 。 。 1 02 6 2 l 3 l l 
61 18 。 2 4 17 6 5 5 
30 61 5 14 8 49 17 12 19 
150-174rrl 
皇軍
15 31 。 B 
ー
24 10 b 9 
7 6 1 。 。 4 1 1 2 
2 0 3 
。 l 。 5 。 。 11 
1 。 。 。 。 D 。 l 
8 2 。 2 。 15 3 3 5 
全盤 32 63 l 9 5 48 14 9 181 
175-199zrl 
動線独立型 宮公→コ私~ 21 24 D 10 。 g 7 4 7 i 。 。 。 l 。 。 4 
中間 l l 。 l 。 。 。 1 
-部公室通軍過事E璽  5 3 
。 。 。 3 。 0 1 11 公窒 2 3 3 3 l 3 2 l 
全保 30 33 3 14 l 16 9 6 11 
200-224zrl 
動織強立製
公→私 8 19 。 4 6 8 4 l b 
私→公 。 l 。 。 。 。 。 D l 
中間 i l 。 3 。 。
画部公公室室通通過過型 3 4 
。 2 。 3 t l 
4 3 1 。 。 7 l 2 
盆F亭 16 
百
2 8 6 21 B 。 9 
125Irl-
動緑独立型
公→私 13 l b l 12 4 5 5 
一私市→町公 7 2 
。 2 。 l 。 l l 。 。 l l 3 。 。
'部公公室室通通過過型重量 3 
。 。 。 3 。 l 
5 l 2 。 2 l 1 l 
全体 28 36 2 1 2 18 B 7 1 
金俸 防線 公司私 89 156 7 37 20 104 40 25 47 
狼立型 司私→四公「 26 22 l 5 2 14 4 2 7 7 15 l 6 l 15 l l 4 
-一部志公室望通過型 20 34 6 5 2 13 7 2 B 
通過型 69 6 17 8 65 19 19 23 
















として立体的に検討する c 2室の場合はく①非接続十非接続〉 く②非接続+両用〉 く③非接続+通
過独立> <④非接続+一体〉 く⑤両用+両用) <⑥両用+通過独立〉 く⑦両用+一体〉 く⑤通過独
立+通過独立〉 く⑤通過独立+一体〉 く⑬一体+一体〉の10タイプ 3室以上の場合はく非接続の
み〉 く非接続+接続〉 く接続のみ〉の 3タイプに類型化するo また，ここでは「付加室なし」を除
いた構成比で分析を行うこととするo
①公室ゾーγ付加室の付加形態を動線形式別に示したものが表9である。このうち， 11室のみ」
については「通過独立型J15%， 1隣接型J12%， 1一体型J11%， 1独立型J10%， 1両用 I
型J7 %， 1両用I型J5%， 1前室型J1%の順であり， 12室以上」を大きくみると， く非
接続のみ>6%， く非接続十接続>20%， く接続のみ)12%の構成となる。 12室」のく非接続




11室のみ」の「独立型Jr隣接型J. 12室」のく非接続十非接続〉 く非接続+両用>， 13 
室以上」のく非接続+接続〉といった非接続系付加室を含む組合わせの高きが目立つのに対して，
「公室通過型」では r1室のみ」の「通過独立型J， 12室」のく通過独立+通過独立〉 く一体
+通過独立>， 13室以上」のく接続のみ〉といった接続系同士の組合わせの高さが目立つてい
る。また 1一部公室通過型」では r1室のみ」の「隣接型J， 12室」のく非接続+両用). 
13室以上」のく非接続+接続〉といった非接続系を含む組合わせが目立つのに対して 1動線

























同町T揮量 E ←一一ー事 4 
41 
表10 延床面積別公室ゾーγ付加形態
付加形式 -9rl ， 100-124rrl ， 125-149ば 1延5o床-17面積4IT! I 175-199rrl I 200-22主計 225rrl- 4テ依
なし 94 78 62 30 17 5 12 288 
l室 独 9 15 2 12 6 ワ i 67 
部隣安門 8 29 17 15 b 7 2 81 
7 9 16 1 2 4 
荷flr 2 13 6 4 33 
別室 2 l 。 2 。 。 。 5 
通過主主立 18 27 2 12 12 4 96 
13 25 12 13 3 4 l 71 
2室 -、A 2 D 7 D 6 32 
2 。 6 7 5 2 2 3 25 
3 b 8 2 2 3 30 
4 9 4 3 3 l 18 。 。 2 。 6 
B 。 l 2 2 ワ 。 13 
7 。 。 4 。 。 よ、 8 
8 2 2 。 7 2 。
9 6 6 3 2 。 19 。 i 。 。 。 3 
3室以ょ 非媛 L のみ 。 i 。 2 2 2 2 s 
肝獲高 +接続 。 2 D 1 1 12 19 60 
接事 のみ 。 。 3 2 百 3 14 
会依 15 232 197 160 82 52 59 939 
表1 動線形式別私室ゾーγ付加形態
動線形式
動線組立型 一部通公過夏型 公室通過型 全健一付加形式 公'私 私ー ・公 中間
な 12: 51 I 1 1 3( 
I室 虫豆 z 百4:! 
降招 b I 1 
ーlレ 1 Z 
面
H 1: 







土車藍 1 2 ~: 
42: 10! 41 6 271 9l! 
@ 一方，私室ゾー γ付加室の付加形態を延床面積別に示したものが表1であるD このうち 11室
のみ」については， 1隣接型J20%， 1通過独立製J16%， 1独立型J8%， 1両用1型J4%， 
「前室型J4 %， 1ホール型J4 %， 1一体型J2%， 1両用 I型J1%のJI買であり， 12室以
上」を大きくみると， く非接続のみ>10%， く非接続十接続>24%， く接続のみ>9%といった
構成となる(公室ゾー γに比してく非接続のみ〉 く接続のみ〉が共に少なくく非接続+接続〉の
割合が高い)0 12室」について， く非接続+接続〉の内訳はく非接続十通過独立>9%， く非
接続+両用>5%の順であり， r2室」のく接続のみ〉の内訳ではく通過独立+通過独立>4 % 
とく両用+通過独立>3%が目立っているD
⑤ 動線形式別にみた特徴的特徴としては， 1動線独立(私→公)型」における 11室のみ」の「隣
接型」への集中傾向，逆に「動線独立(中間・中立)型」では 11室のみ」の「両用型」の少なさ









①公室ゾーγ付加室については，大分類で「一般座敷J31%， r特定座敷J1 %， r一般和室J25 
%， r特定和室J3%， r一般洋室J3%， r特定洋室J35%， rその他J4%であり，和室の
合計が約7割である。私室ゾーソ付加室については， r一般座敷J9%， r特定座敷J1%， 








商用H 後-続4本付型加 通過独立 菌室敏 鷹接 刷用 I 全体
90 5 37 39 45 54 32C 
E 
電趣苛味室E 3 z l 1 E 
藤 jL 36 37 32 29 68 53 25~ 1 2 1 1 3 
1 1 7 E 
2→4野4 E 
鍾昧室 1 l 2 
その他 2 3 E 
納戸 1 1 1 2 
-ft拝室 7 4 3 3 τ 3 B ze 特定洋室 霧 21 13 s 13 5 B 3 2 11 14 3El 4 1 19 37 61 
磐量 7 4 2 8 2 1 1025 E 41 19 B 7 13 
車開戸 寸21 ~ 劉
その他 E E 4 5 1 1 31 
合計 247 175 88 123 143 幻8 1 1021 
表13 私室ゾーγ付加室用途
非接続付加 接続付加
金体 独立 隣接 商用 I 耐用B 一依塑 通過独立 前室 ホール 全体














納戸 2 5 1 1 2 11 
蒋一定般葎洋室室 書斎 12 21 
1 2 4 7 10 1 5B 
22 43 1 13 6 24. 21 1 131 
家事室 5 3 1 l 
ユー予.(9予イ 1 
趣味室 3 8 l 2 2 1 
その他 19 22 1 1 1 5 E ・』 5 
納戸 69 102 4 35 9 169 24 41 
その他 2 1 1 2 4 1 5 41 5 
合計 178 298 21 74 33 214 71 5U 93 
43 
③ 公室ゾーγ付加室について用途別の付加形式をみると， i独立型」が高いのは「洋室・その他」
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